
国 自 整 第 ２ １ ３ 号 

平成２９年１１月１４日 

 

 

公益社団法人 全日本トラック協会会長 殿 

                     

公益社団法人 日本バス協会会長 殿 

 

 

 

国土交通省自動車局整備課長 

 

 

ホイール・ボルト折損等による大型自動車等の車輪脱落事故の防止等について 

 

 

標記については、これまでも機会を捉えて適切な車輪脱着作業と保守管理の徹底を要請

してきたところですが、平成28年度には大型自動車（車両総重量８トン以上のトラック及

び乗車定員30人以上のバス）のホイール・ボルト折損等による車輪脱落事故は56件（う

ち人身事故は3件）発生し、前年度と比較して15件増加（36.6％増加）しています。 

これらの事故原因を分析したところ、ホイール・ナットの不適切な締付け（締付力不足

など）や、ホイール・ボルト及びナットの経年劣化が疑われるものが多くを占めていまし

た。 

つきましては、日頃の大型自動車の保守管理において、下記事項に留意の上、車輪の脱

落事故防止に努めていただくよう傘下会員への周知・徹底をお願いいたします。 

また、中型トラックについても、昨年９月に中央自動車道において車輪脱落に伴う人身

事故が発生するなど、類似の事故が発生していることから、中型自動車についても大型自

動車と同様、下記事項に留意の上、車輪の脱落事故防止に努めていただくよう周知・徹底

をお願いいたします。 

さらに、本年10月18日、岡山県内の中国自動車道において大型トラックのスペアタイ

ヤが脱落し、これに乗り上げた大型トレーラーが横転し、２名が死亡する事故が発生した

ところ、車輪脱着作業の機会等も捉えて、スペアタイヤを車両へ固定する構造・装置につ

いて腐食等による損傷や緩みがないかの点検を実施するよう併せて周知・徹底をお願いし

ます。 

 

記 

 

 １．規定トルクでの確実な締付 

 車輪を取り外した際に、ホイール・ボルト及びナット並びにホイールに損傷が無い

かを確認し、車輪を取り付ける際には、トルクレンチを用いるなどにより規定のトル

【別紙２】 



クで締め付けること。この場合にホイール・ナットの締付忘れを生じないよう注意す

ること。 

  

 ２．一定走行後の増し締め 

 ホイール・ナット締付後は初期なじみによりホイール・ナットの締め付け力が低下

することから、車輪脱着作業後、50 から 100km 走行後を目安に増し締めを行うこと。

特にJIS方式のダブルタイヤの場合には、締付方法について自動車メーカーが示す方

法に従って実施すること。 

 

 ３．日常（運行前）点検での車輪の取付状態の確認 

 一日一回、運行の前に、全ての車輪についてホイール・ボルトの折損や緩み等が点

検ハンマなどを使用して点検すること。 

 

 ４．ホイールに適合したボルト及びナットの使用 

 スチールホイールからアルミホイール、またはその逆に履き替える場合には、それ

ぞれのホイールに適合したホイール・ボルト及びナットを使用して確実に取付けるこ

と。 

 

以上 

 

 

（参考）平成28年度大型自動車のホイール・ボルト折損等による車輪脱落事故発生状況 

  



国自整第２１３号の２ 

平成２９年１１月１４日 

 

 

一般社団法人 日本自動車整備振興会連合会会長 殿 

                         

全国タイヤ商工協同組合連合会会長 殿 

 

 

 

国土交通省自動車局整備課長 

 

 

 

ホイール・ボルト折損等による大型自動車等の車輪脱落事故の防止等について 

 

 

標記については、これまでも機会を捉えて適切な車輪脱着作業と保守管理の徹底を要請

してきたところですが、平成28年度には大型自動車（車両総重量８トン以上のトラック及

び乗車定員30人以上のバス）のホイール・ボルト折損等による車輪脱落事故は56件（う

ち人身事故は3件）発生し、前年度と比較して15件増加（36.6％増加）しています。 

これらの事故原因を分析したところ、ホイール・ナットの不適切な締付け（締付力不足

など）や、ホイール・ボルト及びナットの経年劣化が疑われるものが多くを占めていまし

た。 

つきましては、下記事項に留意の上、確実に車輪脱着作業を実施するとともに、大型自

動車の使用者等へ一定走行後の増し締め及び日常（運行前）点検での確認を実施すること

を促すよう傘下会員への周知・徹底をお願いいたします。 

また、中型トラックについても、昨年９月に中央自動車道において車輪脱落に伴う人身

事故が発生するなど、類似の事故が発生していることから、中型自動車についても大型自

動車と同様、確実に車輪脱着作業を実施するとともに、使用者等へ一定走行後の増し締め

及び日常（運行前）点検での確認を実施することを促すよう傘下会員への周知・徹底をお

願いいたします。 

さらに、本年10月18日、岡山県内の中国自動車道において大型トラックのスペアタイ

ヤが脱落し、これに乗り上げた大型トレーラーが横転し、２名が死亡する事故が発生した

ところ、車輪脱着作業の機会等も捉えて、スペアタイヤを車両へ固定する構造・装置につ

いて腐食等による損傷や緩みがないかの点検を実施することを大型自動車の使用者等へ促

すよう周知・徹底をお願いします。 

なお、別添のとおり公益社団法人全日本トラック協会及び公益社団法人日本バス協会あ

てに通知していることを申し添えます。 

 



記 

 

 １．規定トルクでの確実な締め付け 

 車輪を取り外した際に、ホイール・ボルト及びナット並びにホイールに損傷が無い

かを確認し、車輪を取付ける際には、トルクレンチを用いるなどにより規定のトルク

で締め付けること。この場合にホイール・ナットの締め付け忘れを生じないよう注意

すること。 

  

 ２．ホイールに適合したボルト及びナットの使用 

 スチールホイールからアルミホイール、またはその逆に履き替える場合には、それ

ぞれのホイールに適合したホイール・ボルト及びナットを使用して確実に取付けるこ

と。 

 

以上 

 

 

（参考）平成28年度大型自動車のホイール・ボルト折損等による車輪脱落事故発生状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


